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複数武道種目授業 実践の紹介 群馬県板倉町立板倉中学校

1

は
じ
め
に

複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
柔
道
・
弓
道
）
の
実
践

群
馬
県
板
倉
町
立
板
倉
中
学
校

校
長　

石
川
雅
規

教
諭　

河
井
重
徳

　

板
倉
町
は
「
鶴
舞
う
形
」
に
形
容
さ
れ
る
群
馬
県
の
最
東
南
端
、
鶴
の

く
ち
ば
し
に
位
置
し
、
豊
富
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
自
然
と
と

も
に
育
ま
れ
て
き
た
伝
統
文
化
が
今
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

本
校
は
、
そ
ん
な
板
倉
町
唯
一
の
中
学
校
で
、
近
く
に
は
町
有
の
体
育

施
設
が
多
く
、
授
業
や
部
活
動
で
も
活
用
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
活
動
制
限

の
中
、
実
施
可
能
な
活
動
を
模
索
し
た
結
果
、
武
道
授
業
で
従
来
の
「
柔

道
」
に
加
え
て
「
弓
道
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
１
年
生
122
名
に
対

し
、
延
べ
23
名
の
地
域
指
導
者
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
は
、
本
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
た
「
弓
道
」
の
取
り
組
み
を
中
心
に

紹
介
す
る
。

　

 

本
校
で
は
令
和
２
年
度
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
活

動
制
限
の
中
、
実
施
可
能
な
活
動
を
模

索
。
本
校
の
体
育
館
に
隣
接
す
る
町
の

弓
道
場
や
地
域
の
指
導
者
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
柔
道
」
に
加

え
、「
弓
道
」
を
授
業
に
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
年
度
は
当
初
か
ら

休
校
や
分
散
登
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
体
力
向
上
推
進
モ
デ
ル
校
」
の
指

定
を
受
け
、
地
域
指
導
者
の
手
配
や
消

板倉町唯一の中学校である本校の校舎

耗
品
購
入
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
ら
に
特
別
配
置
さ
れ
た

体
育
指
導
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
弓
道

の
地
域
指
導
者
と
の
間
で
検
討
を
重

ね
、
充
実
し
た
指
導
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
次
年
度

か
ら
全
面
実
施
と
な
る
新
学
習
指
導
要

領
に
示
さ
れ
、
可
能
と
な
っ
た
複
数
武

道
種
目
を
授
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
り
、
令
和
３
年
度
は
「
武

道
推
進
モ
デ
ル
校
」
に
も
指
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

２

実
践
内
容

⑴
実
践
の
目
的

　

地
域
指
導
者
や
地
域
施
設
を
活
用
し

て
「
で
き
る
」「
楽
し
い
」
を
実
感
で

き
る
武
道
の
授
業
を
実
践
す
る
。

⑵
実
践
研
究
の
ね
ら
い

　

柔
道
と
は
異
な
る
弓
道
の
特
性
を
最

大
限
授
業
に
生
か
す
た
め
に
、
以
下
の

５
点
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
研
究
を
進

め
て
き
た
。

①
地
域
の
施
設
を
生
か
し
た
弓
道
指
導

の
充
実
を
図
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

運
動
に
親
し
む
意
欲
を
高
め
る
こ

と
。

②
地
域
の
人
材
を
講
師
と
し
て
活
用

し
、「
で
き
る
」「
楽
し
い
」
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
授
業
ご
と
と
単
元
全

体
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」（「
計

画
―
実
行
―
評
価
―
改
善
」
の
流
れ

で
質
の
向
上
を
図
る
概
念
）
に
よ

り
、
授
業
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
。

③
生
徒
の
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
指
導
者
と
協
働
し
た
チ
ェ

ッ
ク
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
情
報
を
生
徒
に
も
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
健
康
・
安
全
へ
の
意
識
を

高
め
て
い
く
こ
と
。

④
運
動
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
生
徒

一
人
一
人
に
配
布
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
、
授
業
の
振
り
返

り
や
予
習
・
復
習
を
授
業
時
間
外
に

行
っ
た
り
、
技
能
の
向
上
を
動
画
や

画
像
、
振
り
返
り
の
記
録
な
ど
で
、

成
長
を
実
感
し
た
り
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

⑤
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
自
分
を
律
す
る
克
己
心

に
触
れ
る
と
と
も
に
、
人
間
形
成
に

つ
な
が
る
こ
と
を
体
験
的
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑶
指
導
の
工
夫

①
一
人
一
人
が
「
で
き
る
」「
楽
し
い
」

を
実
感
で
き
る
個
別
最
適
な
授
業
の

工
夫

・
地
域
の
弓
道
場
と
本
校
体
育
館
が
隣

接
す
る
立
地
を
生
か
し
、
効
率
的
で

効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
指

導
方
法
を
工
夫
、
改
善
し
て
き
た
。

・
性
別
、
体
格
、
筋
力
な
ど
、
一
人
一

人
に
合
っ
た
道
具
を
用
意
す
る
と
と

も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
動
画
や
資
料

を
見
な
が
ら
、
自
宅
で
も
練
習
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

・
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
有
す
る
多

数
の
地
域
人
材
の
協
力
を
得
る
こ
と

に
よ
り
、
効
果
的
な
指
導
を
個
別
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

②
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

・
弓
道
で
は
、
矢
を
つ
が
え
た
後
の
安

全
に
関
わ
る
事
項
を
確
認
し
な
が
ら

学
習
を
進
め
る
と
と
も
に
、
常
に
全

体
を
視
野
に
入
れ
、
安
全
確
認
を
す

る
担
当
者
を
配
置
し
、
授
業
後
は
外
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部
講
師
を
含
め
た
指
導
者
全
体
で
、

よ
り
安
全
な
方
法
を
模
索
し
、
共
通

の
理
解
を
得
る
時
間
を
設
け
た
。
こ

れ
ま
で
健
康
安
全
に
関
わ
る
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
は
未
然
に
防
い
で
い
る
。

・
柔
道
で
は
、
３
密
を
避
け
る
こ
と
が

難
し
い
た
め
、
時
期
を
後
半
に
ず
ら

■
３
年
生
柔
道

　

３
年
生
の
武
道
授
業
で
は
、
弓
道
と

柔
道
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

▼
本
校
の
武
道
館
で
既
習
技
の
確
認

　

既
習
技
や
連
絡
技
の
技
能
の
上
達
を

踏
ま
え
て
、
投
げ
技
や
固
め
技
お
よ
び

連
絡
技
を
用
い
た
練
習
や
簡
易
な
試
合

で
攻
防
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

【弓道】体育館で畳的への行射【弓道】道具の扱い方や一連の動作を学ぶ

【柔道】武道館で既習技の確認【弓道】弓道場で霞的への行射

し
、
組
み
合
う
立
ち
技
な
ど
は
次
年

度
の
計
画
に
変
更
し
た
。

・
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
身
に
着

け
る
物
は
個
別
に
用
意
し
、
そ
の
他

の
道
具
は
こ
ま
め
に
消
毒
し
、
３
密

を
避
け
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
授
業
前

後
の
手
指
消
毒
を
徹
底
し
た
。

３

授
業
の
様
子

■
１
年
生
弓
道

　

１
ク
ラ
ス
約
35
名
を
一
斉
に
指
導
す

る
だ
け
で
な
く
、
２
、
３
班
に
分
け
る

な
ど
、
学
習
内
容
に
応
じ
て
適
切
な
指

導
体
制
を
構
築
し
た
。
以
下
は
、
体
育

館
２
班
、
弓
道
場
１
班
の
計
３
班
に
分

け
た
授
業
の
様
子
で
あ
る
。

▼
道
具
の
扱
い
方
や
一
連
の
動
作
を
学

ぶ
 

道
具
の
扱
い
方
を
一
つ
一
つ
学
び
、

入
場
か
ら
退
場
ま
で
の
一
連
の
動
作
を

繰
り
返
し
練
習
し
た
。

　

複
数
の
講
師
が
、
個
別
に
丁
寧
に
指

導
す
る
こ
と
で
、
最
初
は
戸
惑
っ
て
い

た
一
連
の
動
作
が
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
、自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

▼
体
育
館
で
畳
的
へ
の
行
射

 

一
人
一
人
へ
の
き
め
細
か
な
個
別
指

導
や
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
全
員
が
行
射

で
き
た
。
生
徒
は
そ
の
場
で
質
問
し
た

り
、
改
善
点
を
指
摘
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
、
一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
た
。

▼
弓
道
場
で
霞
か
す
み

的ま
と

へ
の
行
射

 

最
初
は
行
射
が
恐
い
と
感
じ
て
い
た

生
徒
も
多
か
っ
た
が
、
弓
道
場
と
い
う

異
空
間
で
自
分
の
気
持
ち
を
落
ち
着
か

せ
、
集
中
し
て
放
っ
た
矢
が
的
に
向
か

っ
て
飛
ん
で
い
く
爽
快
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
笑
顔
が
見
ら
れ
た
。

令和３年度 武道授業単元計画　第１学年（３学級 103 名）

４

生
徒
の
意
識
、
感
想
、
変
容
な
ど

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

種
目 弓　道 柔　道

学
習
の
流
れ

（
道
具
・
危
険
防
止
・
礼
儀
作
法
・
演
武
見
学
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

導入（あいさつ、健康観察、本時の学習の見通し）

学
習
の
ま
と
め
・
単
元
テ
ス
ト

（
特
性
や
歴
史
・
礼
儀
・
柔
道
着
の
着
方
な
ど
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

導入（あいさつ、健康観察、 
本時の学習の見通し）

準備運動、伝統的な行動の仕方（射法八節など） 準備
運動 伝統的な行動の仕方

唱和・ひも引き ゴム弓・素引き

受
け
身

固
め
技
の
学
習

固
め
技
の
攻
防

学
習
の
ま
と
め

班別学習（３班） 班別学習（２班）

ゴ
ム
弓

素
引
き

道
具
Ⅰ

体
配

道
具
Ⅱ

的
前
行
射
Ⅰ

畳
的

的
前
行
射
Ⅱ

畳
的

　

以
下
に
、
生
徒
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
生
徒
の
感
想
・
意
見
を
紹

介
す
る
。

⑴
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

① 

２
種
目
の
武
道
（
ま
た
は
柔
道
、
剣

道
、
相
撲
以
外
の
武
道
）
を
学
習
し

た
こ
と
で
、
武
道
へ
の
関
心
は
高
ま

り
ま
し
た
か
。

② 

２
種
目
の
武
道
（
ま
た
は
柔
道
、
剣

道
、
相
撲
以
外
の
武
道
）
を
学
習
し

た
こ
と
で
、
伝
統
的
な
考
え
方
や
行

③ 

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
武
道
種
目
を
学

習
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

高まった

あまり高まらなかった

やや高まった

高まらなかった（回答なし）

47.3％
45.1％

7.6％

47.3％
45.1％

7.6％

高まった

あまり高まらなかった

やや高まった

高まらなかった（回答なし）

42.9％
50.5％

6.6％

42.9％
50.5％

6.6％

思う

あまり思わない

やや思う

思わない

49.5％
37.4％

11.0％

2.2％

49.5％
37.4％

11.0％

2.2％ 動
の
仕
方
へ
の
理
解
は
深
ま
り
ま
し

た
か
。
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た
）。
さ
ら
に
、
３
密
を
避
け
て
行
え

る
の
で
、
柔
道
の
実
施
が
難
し
い
状
況

で
も
感
染
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
で
弓

道
の
授
業
を
計
画
通
り
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

⑵
課
題

　

１
ク
ラ
ス
約
35
名
が
弓
道
で
最
大
限

活
動
す
る
た
め
に
は
、
安
全
確
保
の
た

め
、
多
く
の
指
導
者
が
必
要
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
体
育
館
を
使
い
、
内
容
に

よ
っ
て
は
多
く
の
道
具
を
搬
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
他
学
年
の
授
業

と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
上
、
外
部
講

師
と
の
都
合
も
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
っ

た
。
２
学
期
後
半
に
授
業
を
行
う
た
め

に
、
年
度
当
初
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
計
画
や
準
備
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
校
の
指
定
期

間
が
終
了
し
、
体
育
指
導
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
特
別
配
置
が
な
く
な
る
と
、

同
様
の
規
模
・
方
法
で
は
実
施
が
難
し

い
と
感
じ
た
。

⑶
本
年
度
の
実
践
と
今
後
の
展
望

　

本
年
度
は
、
前
年
度
の
課
題
か
ら
規

模
を
縮
小
し
、
弓
道
場
だ
け
で
授
業
が

完
結
す
る
よ
う
に
実
施
方
法
を
変
更
し

⑵
感
想
・
意
見

・
弓
道
の
授
業
を
通
し
て
、
技
術
や
知

識
の
面
だ
け
で
な
く
、
根
気
強
く
な

る
な
ど
、
精
神
的
に
も
成
長
を
実
感

で
き
た
。

・
最
初
は
少
し
怖
か
っ
た
け
ど
、
や
っ

て
い
く
う
ち
に
怖
さ
が
薄
れ
て
楽
し

く
な
っ
た
。
も
う
少
し
や
っ
て
み
た

か
っ
た
。

・
柔
道
の
受
け
身
は
倒
れ
て
も
そ
ん
な

に
痛
く
な
く
て
驚
い
た
。
固
め
技
で

は
組
み
方
一
つ
で
全
く
身
動
き
が
と

れ
な
い
の
が
興
味
深
か
っ
た
。

・
武
道
を
や
っ
て
心
が
落
ち
着
き
、
集

中
力
が
つ
い
た
と
思
っ
た
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
生
活
し
て

い
き
た
い
。

・
柔
道
や
弓
道
は
や
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
た
。
特

に
弓
道
は
ア
ニ
メ
で
よ
く
見
て
、
や

っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

実
際
に
で
き
て
嬉う
れ

し
か
っ
た
。
他
の

武
道
も
や
っ
て
み
た
い
。

・
動
作
一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ
り
、
引

き
継
が
れ
て
き
た
歴
史
を
感
じ
ら
れ

て
良
か
っ
た
。

・
日
本
の
武
道
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
違

い
独
特
で
強
い
関
心
を
持
っ
た
。
２

年
生
で
も
頑
張
り
た
い
。

・
武
道
は
作
法
な
ど
が
し
っ
か
り
あ
っ

て
か
っ
こ
い
い
し
、
体
格
に
関
係
な

く
で
き
る
の
も
良
い
と
思
っ
た
。

５

成
果
と
課
題
、
本
年
度
の
実
践
と
展
望

⑴
成
果

　

多
く
の
外
部
講
師
の
協
力
に
よ
り
、

本
校
に
経
験
者
が
全
く
い
な
い
状
態
か

ら
始
め
た
弓
道
の
授
業
で
は
、
生
徒
全

員
が
行
射
す
る
こ
と
が
で
き
、「
で
き

る
」「
楽
し
い
」
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
本
校
に
隣
接
す
る
町

有
施
設
を
活
用
し
た
こ
と
で
学
習
内
容

の
幅
が
広
が
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
た
（
本
単
元
終
了
後
、
放
課
後
の
弓

道
教
室
に
通
い
始
め
る
生
徒
も
出
て
き

た
。
弓
道
は
３
年
生
の
選
択
種
目
と
し

て
取
り
入
れ
、
１
回
の
授
業
を
15
名
と

し
、
体
育
館
を
使
わ
ず
弓
道
場
だ
け
で

授
業
が
完
結
す
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
道
具
の
搬
入
も
必
要
な
く
な

り
、
外
部
講
師
の
人
数
も
削
減
で
き
、

日
程
の
調
整
も
し
や
す
く
な
っ
た
。
今

後
も
無
理
な
く
継
続
可
能
な
方
法
を
模

索
し
な
が
ら
地
域
の
施
設
や
人
材
を
最

大
限
に
活
用
し
、
複
数
武
道
種
目
の
授

業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
わ

が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
に
よ
り
一
層

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

　

最
後
に
、
弓
道
の
授
業
を
新
た
に
取

り
入
れ
る
に
あ
た
り
、
外
部
講
師
の
中

心
と
な
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
板
倉

町
求
道
会
会
長
の
鈴
木
由
起
彦
氏
を
は

じ
め
、
同
会
、
館
林
城
弓
会
の
方
々
、

指
導
助
言
な
ど
多
大
な
支
援
を
い
た

だ
い
た
小
川
勇
之
助
指
導
主
事
を
は
じ

め
と
す
る
群
馬
県
教
育
委
員
会
の
先
生

方
、
さ
ら
に
弓
道
導
入
時
か
ら
全
面
的

に
理
解
・
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
本

校
職
員
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

好評発売中！
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